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2017年9月に発売されたNANODESU Accu-Line Tour Premiumはツアープレミアムシリーズに留まることなく、ナノデス
史上最高のロングラン発売で、今なおその記録は更新されていません。その後に発売されたPremium 2とPremium 3もそれぞれ
の特徴を持ち販売実績は高いものの、やはり初代Tour-Premiumには遠く及びません。トーナメントや大会に行けばボールラックに
Tour-Premiumが必ず一つある現象は珍しくなく、2個め3個めと買い足すボウラーも多かったのを思い出します。
Premiumシリーズを発売するにあたりエンドユーザーからは、「やはり初代Tour-Premiumが最高」という感想が未だに多く、
再販を求める声が衰えていないことです。
私達ABSボール開発チームはエンドユーザーの要望に応えると同時に、「如何に初代Tour-Premiumが優れているか」再度息吹を
与えるために、日本の匠製法で全く同じTour-Premiumを復刻版として発売することとなりました。
Midでの独特なブレーキのかかり具合から柔らかく動き始め、その動きが止まることなく柔らかくキレる感じは、未だに非の打ちどころ
がない自信作と言えるほど衰えることなくパフォーマンスとして現れ、「やっぱりこれだよね」と鮮明にイメージを蘇らせます。
しっかりパフォーマンスを出しながら広い領域で盤石のピンキャリーまでを生み出すTour-Premiumは、復刻させることでこれを
機にトーナメントや大会において、誰もが羨むような結果を点数として生み出すことになるでしょう。
ただ単に以前のボールを復活させるのではなく、「求められているものを発売する」ABSの理念に基づき、またこのボールを舞台に
立たせられること。この時だからこそ「本物」を皆さんにお届けできることを幸せに思います。

以前からTour-Premiumを使用し、同じボールの買い替えを待ち望んでいた方、この機会にTour-Premiumの
パフォーマンスを体験したい方はご予約ください。

2.460 0.055

4-1/2 4-1/24in1/2 4in1/2

AccuLine TOUR PREMIUM
アキュライン・ツアープレミアム 

AccuLine TOUR PREMIUM
アキュライン・ツアープレミアム 

AccuLine TOUR PREMIUM3
アキュライン・ツアープレミアム 3

AccuLine TOUR PREMIUM3
アキュライン・ツアープレミアム 3

　　

AccuLine TOUR PREMIUM3
アキュライン・ツアープレミアム 3

AccuLine TOUR PREMIUM
アキュライン・ツアープレミアム 

AccuLine TOUR PREMIUM2
アキュライン・ツアープレミアム 2


